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東日本大震災の概況

　 平成23年（ 2011年）3月11日（ 金）午後2時46分、東日本

大震災が発生しまし た。東日本を中心に大きな揺れが

約3分間続き、電気、ガス、道路などインフ ラ が大きな

被害を受けました。また、地震で発生した巨大津波により、

県内では1万人を超える死者・ 行方不明者を出しました。

沿岸地域で は、従来、一定の津波対策や防災教育を

行ってきまし たが、こ の巨大津波を 防ぐこ と はでき ず、

広範囲にわたり 壊滅的な被害を 受け、最大32万人を

超える被災者が避難所での生活を余儀なく さ れまし た。

また、東京電力福島第一原子力発電所が津波で被災し 、

宮 城 県 に お いても 、放射能測定や各種検査など の

対応に追われました。

地 震 名
平成23年（ 2011年）

東北地方太平洋沖地震

発 生 日 時 平成23年3月11日（ 金） 午後2時46分

発 生 場 所
三陸沖（ 北緯38.1度、東経142.5度）

※牡鹿半島の東約130㎞付近

震源の深さ 24㎞

最 大 震 度 震度7（ 栗原市）

規 模 マグニチュード 9.0

寄せ波 引き波（ 約6分後）

太平洋
震央

被害状況

人的被害（ R 4 /9 末現在）1
死者 10,569 人

行方不明者 1,215 人

○死者のうち 930 人が関連死

○全国の被害者総数の約 5 割に相当

H 24年4月 R4年10月末

プ レ ハブ 仮 設
住 宅 入 居 者

53,269人 0 人

民間 賃貸 借上
住 宅 入 居 者

67,753人 12 人

県外 避難 者数 9,206 人 72 人

住家被害（ R 4 /9 末現在）2
全壊 83,005 棟

半壊 155,130 棟

○全国の被害総数の約６ 割に相当

避難の状況3
平成23年12月30日県内の全避難所が閉鎖

ピ
ー
ク
時

避難所数（ 35市町村）
1,323  施設
（ H23/3/15時点）

避難者数 320,885  人
（ H23/3/14時点）

ライフライン 関係被害4
平成23年12月11日

県内のライフラインが全て復旧（ 津波で流出し た地域を 除く ）

ピ
ー
ク
時

停電 1,545,494  戸

給水支障 35  市町村

ガス供給支障 13  市町

浸水面積5
浸水面積 327 ㎢

青森、 岩手、 宮城、 福島、 茨城、 千葉の６県合計の浸水面積

561㎢の約６ 割、 東京都 23 区の面積の半分以上に相当

地盤沈下6
海抜 0m  以下の面積 56  ㎢

震災後増加割合 3.4 倍

被害額［ 確定］（ R 3 /9 末）7
交通関係 103 億円

鉄道、バス、離島航路
※東日本旅客鉄道分を 含みません。

ライフライン施設 2,394 億円 電気、水道、都市ガス、通信・ 放送施設

保健医療・ 福祉関係施設 507 億円 医療機関、社会福祉施設など

建築物（ 住宅関係） 5 兆 1,000 億円

民間施設など 9,906 億円 工業、商業、自動車・ 船舶など

農林水産関係 1 兆 2,952 億円 農業、畜産業、林業、水産業など

公共土木・ 交通基盤施設 1 兆 1,181 億円 道路、河川、海岸、港湾、下水道など

文教施設 2,097 億円 学校、社会教育施設、文化財施設など

廃棄物処理・ し尿処理施設 54 億円

その他の公共施設など 774 億円 観光施設、消防・ 警察関係施設、庁舎など

計 9 兆 968 億円 ※端数処理の関係上、合計が一致しない場合があります。
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17　 宮城の復興と伝承

　 東日本大震災から 12年が経過しまし た。こ の間、国内外の皆さまから 賜り

ました多大なるご支援、ご協力に改めて感謝申し上げます。

　 現在、県内のインフラ整備などのハード 事業は概ね完了していることから 、

県では、被災された方の心のケアやコミ ュニティ 再生などのソフト 面を中心

に、被災地の復興完了に向けたきめ細かなサポート に力を入れております。

　「 創造的な復興」においては、仙台空港の民営化や医学部の新設、上工

下水道事業の「 みやぎ型管理運営方式」の導入などにも取り 組み、昨年3月

には、東北医科薬科大学において医学部第１ 期生が卒業するなど、現代社会

を取り 巻く 諸課題に対応し た、先進的な地域づく り につながる取組が実を

結び始めております。

　 また、震災伝承については、9月に「 震災伝承みやぎ

コ ンソ ーシアム」を 設立し 、伝承団体や学術機関、

報道機関、企業、行政機関など、多様な主体との連携を

進めております。

　「 みやぎ・ 復興の歩み12」は、東日本大震災の発災

から 復興に向けた12年間の各地の取組とその経過、

現在の復興状況等をまとめたものです。復興に向けて

着実に歩みを進める宮城の姿をご覧く ださい。

知事あいさ つみやぎ・ 復興の歩み 12
つ なぎ、伝 えて いく こ と

大高森展望台（ 東松島市）
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復興の進捗状況

主なインフラ の復旧・ 復興状況

復興の進捗状況

環境・ 生活・ 衛生・ 廃棄物関連

防災集団移転促進事業

住宅等建築工事可能地区数 　 195地区（ H31/1末完了）

計画地区数　 　 　 　 　 　 　  　  195地区

50% 100%進捗率

100%

土地区画整理事業

住宅等建築工事可能地区数　 35地区（ R2/11完了）

計画地区数　 　 　 　 　 　 　  　 35地区

50% 100%進捗率

100%

津波復興拠点整備事業

住宅等建築工事可能地区数　 12地区（ H 29/9完了）

計画地区数　 　 　 　 　 　 　 　  12地区

50% 100%進捗率

100%

被災者の生活再建を進め、安心して暮らすことのできる

良好な生活環境を確保するとともに、環境保全など現代

社会を取り巻く 諸課題に対応した社会の形成を目指します。

災害公営住宅

完成戸数　 　 　 　 15,823戸（ H 31/3末完了）

計画戸数　 　 　 　 15,823戸

100%
50% 100%進捗率

災害廃棄物

処理・ 処分量　 　 　 　   約1,160万ト ン（ H 26/3末完了）

沿岸15市町の

災害廃棄物の推計量　 約1,160万ト ン

100%
50% 100%進捗率

R3/1～R3/12コンテナ貨物取扱量　 　  約265,244TEU ※  速報値

H22/1～H22/12コンテナ貨物取扱量　    216,345TEU

※TEU： 20フィ ート コンテナ1個分相当を示す単位

コ ンテナ貨物取扱量（ 仙台塩釜港（ 仙台港区））

50% 100%回復状況

約123%

道の駅「 さんさ ん南三陸」オープン

（ 志津川地区被災市街地復興土地区画整理事業地内）

開通済延長　 126.8km（ R3/3/6 完了）

計画延長　 　   126.8km

三陸沿岸道路（ 県内区間）

100%
50% 100%開通率

鉄 道（ 県内在来線）

100%
50% 100%復旧率

                    　 　 　 　 　  約456.0km（ H28/12/10 完了）
　 　 　 　 　 　 　 　                     　 ※BRT（ バス高速輸送システム）による復旧を 含む。

JR、空港アク セス鉄道等
県内の鉄道延長 約456.0km

運行再開延長

新ビジョ ンで は、被災地の復興完了に向けたきめ細かなサポート として次の４ つの取組分野を 掲げ、一つひと つの課題に応じ た丁寧な

サポート を実施していきます。

宮城県は、「 宮城の将来ビジョ ン」、「 宮城県震災復興計画」

及び「 宮城県地方創生総合戦略」を一つの計画に統合した

「 新・ 宮城の将来ビジョ ン」を策定しました。宮城の将来ビ ジョ ン新

2007
（ H19）

2011
（ H23）

2015
（ H27）

2017
（ H29）

2020
（ R2）

2021
（ R3）

2030
（ R12）

宮城の将来ビジョ ン

宮城県震災復興計画

宮城県地方創生総合戦略

延長

統
合

計画年度

計画名

新・ 宮城の将来ビジョ ン

延長

計画期間： 10年間（ 目標： 令和2年度）

復旧期
H23～H25

（ 3年間）

再生期
H26～H29

（ 4年間）

発展期
H30～R2

（ 3年間）

宮
城
県
の
復
興

復興を達成するまでの期間をおおむね10年間とし、令和2年度を復興の目標に定め、その計画期間を「 復旧期」、「 再生期」、「 発展期」の３ 期に

区分しました。

基本理念

1 災害に強く 安心して暮ら せるまちづく り

2 県民一人ひとりが復興の主体・ 総力を結集した復興

3 「 復旧」にとどまらない抜本的な「 再構築」

4 現代社会の課題を解決する先進的な地域づくり

5 壊滅的な被害からの復興モデルの構築

復興のポイント

❶災害に強いまちづく り 宮城モデルの構築

❷水産県みやぎの復興

❸先進的な農林業の構築

❹ものづく り産業の早期復興による「 富県宮城の実現」

❺多様な魅力を持つみやぎの観光の再生

❻地域を包括する保健・ 医療・ 福祉の再構築

❼再生可能なエネルギーを活用したエコタウンの形成

❽災害に強い県土・ 国土づく りの推進

❾未来を担う 人材の育成

10 復興を支える財源・ 制度・ 連携体制の構築

沿岸部市町 震災復興計画 策定時期

仙台市 仙台市震災復興計画 平成23年11月
（ 平成27年度で計画期間終了）

石巻市 石巻市震災復興基本計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

塩竈市 塩竈市震災復興計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

気仙沼市 気仙沼市震災復興計画 平成23年10月
（ 令和2年度で計画期間終了）

名取市 名取市震災復興計画 平成23年10月
（ 令和元年度で計画期間終了）

多賀城市 多賀城市震災復興計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

岩沼市 岩沼市震災復興計画マスタ ープラン 平成23年9月
（ 令和2年度で計画期間終了）

東松島市 東松島市復興まちづく り 計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

亘理町 亘理町震災復興計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

山元町 山元町震災復興計画 平成23年12月
（ 平成30年度で計画期間終了）

松島町 松島町震災復興計画 平成23年12月
（ 平成27年度で計画期間終了）

沿岸部市町 震災復興計画 策定時期

七ヶ浜町 七ヶ浜町震災復興計画 平成23年11月
（ 令和2年度で計画期間終了）

利府町 利府町震災復興計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

女川町 女川町復興計画 平成23年9月
（ 平成30年度で計画期間終了）

南三陸町 南三陸町震災復興計画 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

内陸部市町 震災復興計画 策定時期

白石市 白石市東日本大震災復興計画 平成23年9月
（ 平成29年度で計画期間終了）

角田市 角田市震災復旧・ 復興基本計画 平成23年8月
（ 平成27年度で計画期間終了）

登米市 登米市震災復興計画 平成23年12月
（ 平成27年度で計画期間終了）

栗原市 栗原市震災復興ビジョ ン 平成23年12月
（ 令和2年度で計画期間終了）

大崎市 大崎市震災復興計画 平成23年10月
（ 平成29年度で計画期間終了）

涌谷町 復興まちづく りマスタ ープラン 平成24年3月
（ 令和2年度で計画期間終了）

宮城県震災復興計画 2011年3月11日に発生した東日本大震災からの復興の道筋を示す計画として策定しました。

県内21市町においても、地域の実情に応じた震災復興計画を策定しました。県内市町震災復興計画

宮城  復興への取組詳しく は ▶

新ビジョ ンは、2021年度を初年度とし 、2030年度を目標年度と する県政運営の基本方針です。

被災地の復興完了に向けたきめ細かなサポート

生活再建の

状況に応じ た

切れ目のない支援

回復途上にある

産業・ なり わいの

下支え

福島第一原発

事故被害への

対応

復興事業の

フォローアップと

成果・ 教訓の伝承

1取組分野 2取組分野 3取組分野 4取組分野

仙台空港利用者数

約145%
50% 100%回復状況 （ R1）

国際線
R3/1～R3/12利用者数　     運休

R1/1～R1/12利用者数　     393,043人

H22/1～H22/12利用者数　 271,932人

※利用者数は令和元年に震災前水準を 上回っ たが、令和2年から は

新型コ ロナウイルス感染症の影響により 減少しており 、同年2月以降

は国際線が全便運休となっている。（ R4/12末現在）

約136%
50% 100%回復状況 （ R1）

国内線
R3/1～R3/12利用者数　     1,497,738人

R1/1～R1/12利用者数　     3,462,344人

H22/1～H22/12利用者数　 2,554,345人
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復興の進捗状況

保健・ 医療・ 福祉関連

復興の進捗状況

経済・ 商工・ 観光・ 雇用関連

被災者の健康を守ることを最優先で考え、地域特性や

再建後の地域社会の姿を想定し 、地域における保健・

医療・ 福祉などの提供体制を回復・ 充実させます。

も のづく り 産業の早期復興と 、商業や観光の再生と

賑わいづく り 、県民生活を支える雇用の創出を最優先

課題として、経済基盤を再構築します。

復興の進捗状況

公共土木施設災害復旧関連

再開した施設数　 　  115施設（ H30/9/1完了）

被災施設数　 　 　 　 115施設　 　 　   　  　（ 参考）震災前施設総数： 336施設

医療施設（ 病院・ 有床診療所）

100%
50% 100%復旧率

再開した施設数　 　  198施設（ H30/2/1完了）

被災施設数　 　 　 　 198施設　 　 　   　  　（ 参考）震災前施設総数： 463施設

高齢者福祉施設（ 入所施設）

100%
50% 100%復旧率

保育所（ へき 地保育所含む）

再開した施設数　 　  135施設（ R3/3末完了）

被災施設数　 　 　 　 135施設　 　 　   　  　（ 参考）震災前施設総数： 374施設

100%
50% 100%復旧率

障害者福祉施設

再開した施設数　 　  138施設（ R3/3末完了）

被災施設数　 　 　 　 138施設　 　 　   　  　（ 参考）震災前施設総数： 670施設

100%
50% 100%復旧率

地域包括ケアを推進する取組 

「 通いの場（ かよいのば）」の普及

高齢者ができる限り 自分らしい暮らしを続けら れるよう 、介護予防事業の

一つとして「 通いの場づく り 」が進められている。

被災者の健康支援の取組

サポート センター

災害公営住宅などの見守り や生活・ 健康相談などを行う「 サポート セン

タ ー」等の拠点が沿岸8市町24か所に開設されている。（ R4/3/31現在）

障害者支援の取組 

宮城県聴覚障害者情報センタ ー（ 愛称： みみサポみやぎ）

被災し た聴覚障害者の生活再建に向けた、相談支援や情報発信等を

実施。

県民の心のケアの取組

みやぎ心のケアセンタ ー

心のケア拠点としての「 みやぎ 心のケアセンタ ー」を 設置し 、被災者を

対象とした訪問支援や相談会などの支援体制を整備。

「 かわまちてら す閖上」のスーパーカ ーDAY（ 名取市）

台北市で開催さ れた東北PRイベント「 日本東北遊楽日」

被災商工業者の営業継続状況

営業継続会員数（ 復旧済）　 　 　 　    9,626会員（ R3/3末調査終了）

県内33商工会6商工会議所の
被災会員（ 廃業を除く ）

9,721会員

約99%
50% 100%復旧状況

※観光客入込数は、全県で 平成29年度以降、石巻・ 気仙沼圏域でも 令和

元年に震災前の水準を 上回っ たが、令和2年以降は新型コ ロ ナウイルス

感染症の影響により 減少している。

観光客入込数

R3   ：  4,495万人　 ※R2： 3,945万人

H22 ：  6,129万人

約73%
50% 100%回復状況

全県

R3   ：  640万人　 ※R2： 561万人

H22 ：  806万人

約79%
50% 100%回復状況

石巻・ 気仙沼圏域

「 次世代に豊かさを引き継ぐこと のできる持続可能なみやぎの

県土づく り 」の理念のもと 、県民の命と 生活を守り 、震災を乗り

越え、更なる発展につなげる県土づくりを目指して取り組みます。

完成箇所数　 　  1,532箇所（ R5/1末現在）

事業箇所数　 　  1,534箇所
道路： 1,411箇所
橋梁： 123箇所

道路・ 橋梁施設（ 復旧工事）

約99%
50% 100%進捗率

完成箇所数　 　  269箇所（ R5/1末現在）

事業箇所数　 　  273箇所

河川施設（ 復旧工事）

約98%
50% 100%進捗率

海岸保全施設（ 復旧工事）

完成箇所数　 　    73箇所（ R4/2末完了）

事業箇所数　 　    73箇所

100%
50% 100%進捗率

完成箇所数　 　  8箇所（ H 26/3完了）

事業箇所数　 　  8箇所

砂防・ 地滑・ 急傾斜施設（ 復旧工事）

100%
50% 100%進捗率

完成箇所数　 　  121箇所（ H26/3完了）

事業箇所数　 　  121箇所

下水道施設（ 復旧工事）

100%
50% 100%進捗率

港湾施設（ 復旧工事）

完成箇所数　 　  280箇所（ R4/2末完了）

事業箇所数　 　  280箇所

100%
50% 100%進捗率

復興の進捗状況

教育・ 防災・ 安全・ 安心関連

県立学校施設（ 復旧工事）

復旧済

施設数
91校

高等学校　 　 　 73/73校
特別支援学校　 18/18校

 }（ H30/8 末完了）

被　 災

施設数
91校

50% 100%復旧率

100%

教育の分野では、学校で 学ぶ全ての子ども たちが、夢と

志をもって、安心して学べる教育環境を確保します。防災・

安全・ 安心の分野では、県民生活の安全・ 安心を守る社会基盤

である防災機能や治安体制の回復、充実・ 強化を図ります。

県立社会教育施設・ 県立社会体育施設（ 復旧工事）

復旧済

施設数
16施設

社会教育施設　 11/11施設
社会体育施設　 5/5施設

 }（ R3/1 末完了）

被　 災

施設数
16施設

50% 100%復旧率

100%

「 女川スタ ジアム公園」開園（ 女川町）

一般県道石巻女川線　 浦宿橋開通（ 女川町）面瀬川河川災害復旧事業完了（ 気仙沼市）

私立学校施設（ 復旧工事）

復旧済

施設数
160施設

幼稚園　 　   93/94園
小中高　 　   29/29校
専修・ 各種　 38/38校 }（ R2/5 末現在）

被　 災

施設数
161施設

50% 100%復旧率

約99%
今後の
復旧見込み
R3以降  1園

※教育活動については、全ての学校で再開済（ 仮設校舎等を含む）

宮城  復興への取組詳しく は ▶宮城  復興への取組詳しく は ▶

提供：（ 株）かわまちてらす閖上
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復興の進捗状況

農業・ 林業・ 水産業関連

沿岸部全域を中心に甚大な被害を受けたこと から 、諸施策の

抜本的見直しを含めた大胆な取組等により、農林水産業につい

ては、地域経済を牽引する新たな成長産業へとステップアップを

図るとともに、宮城県を我が国の食料供給基地として再生します。

完成箇所数　 　 19箇所（ R1/12末完了）

被災箇所数　 　 19箇所

治山施設（ 山地・ 海岸）

100%
50% 100%進捗率

復旧完了面積　 　 753ha（ R3/4末完了）

復旧対象面積　 　 753ha

海岸防災林

100%
50% 100%進捗率

完成箇所数　 　 62箇所（ H29/3完了）

被災箇所数　 　 62箇所

林道施設

100%
50% 100%進捗率

完成箇所数　 　 1,246箇所（ R4/12末現在）

被災箇所数　 　 1,255箇所

漁 港（ 復旧工事）

約99%
50% 100%進捗率

稼働隻数　 　 　 　 　 　  約8,800隻（ H30/1完了）※

震災前の稼働隻数　 　 約9,000隻

漁 船

100%
50% 100%復旧状況

※復旧を 希望する
全ての漁船の復旧
が完了

復旧完了面積　 　 　 　 約13,000ha（ R3/3末完了）

復旧対象面積　 　 　 　 約13,000ha

農 地（ 除塩含む）

100%
50% 100%進捗率

完成箇所数　 　 　 　 47箇所（ R3/1末完了）

復旧対象箇所数　 　 47箇所

農業用施設（ 排水機場）

100%
50% 100%進捗率

復旧施設数　 　 　 　 　 186施設（ H31/3末完了）

復旧対象施設数　 　 　 186施設

畜舎・ 畜産関連施設（ 堆肥センタ ー等）

100%
50% 100%進捗率

復旧完了面積　 　 　 　 約178ha（ H30/11末完了）

復旧対象面積　 　 　 　 約178ha

園 芸（ 園芸用ガラ ス 室・ ハウス 復旧面積）

100%
50% 100%復旧率

農山漁村地域復興基盤総合整備事業

（ 農地整備事業）名取地区完了

みやぎの復興の歩み

3月

11日 東日本大震災発生「 宮城県災害対策本部」設置/全市町村に災害救助法を適用

14日 東日本大震災の県内被災者が最大に（ 約32万人）

24日 東北自動車道の全面通行止め解除

30日 三陸自動車道が全面復旧

 2011年度（ 平成23年度）

4月

7日 宮城県沖を震源と するM 7.1の余震発生

11日 「 宮城県震災復興基本方針（ 素案）」公表

13日 仙台空港で震災後初となる国内臨時便が就航

14日 塩竈市魚市場で震災後初の水揚げ

22日 「 宮城県震災復興本部」設置

27日 上皇上皇后両陛下が被災地をご訪問（ 南三陸町・ 仙台市）

28日 県内初の建設型応急住宅（ プレハブ）入居開始（ 塩竈市）

29日 「 震災復興キックオフデー」を宣言

東北新幹線が全線復旧

5月 2日 「 宮城県震災復興会議」開催

6月
20日 「 東日本大震災復興基本法」成立

25日 「 東日本大震災復興構想会議」が「 復興への提言」を決定

7月 25日 仙台空港で国内定期便が再開、国際臨時便も就航

8月 1日 自衛隊による復興支援活動終了

9月
12日 「 東京電力福島第一原子力発電所事故対策みやぎ県民会議」設立

25日 仙台空港ビル完全復旧及び国際定期便運航再開

10月
1日 仙台空港アクセス鉄道が全線で運行再開

18日 「 宮城県震災復興計画」策定

12月

1日 宮城県震災復興本部に「 被災者生活支援実施本部」を設置

「 みやぎ心のケアセンター」を開設

9日 「 復興庁設置法」成立

11日 県内のライフラインが全て復旧（ 津波流出地域を除く ）

26日 建設型応急住宅（ プレハブ ）全戸完成（ 406団地22,095戸）

30日 県内の全避難所が閉鎖

1

2

2月 10日 国が「 復興庁」設置。仙台市に宮城復興局、石巻市及び気仙沼市に支所を設置

3月
19日 「 東京電力福島第一原子力発電所事故被害対策実施計画」策定

26日 「 宮城県災害対策本部」を廃止

 2012年度（ 平成24年度）

4月 1日 全国初の県内公立学校への「 防災主任」、拠点学校への「 防災担当主幹教諭」を配置

7月
18日 「 宮城県災害公営住宅整備指針（ ガイドライン）」策定

20日 「 新蛇田地区被災市街地復興土地区画整理事業」事業認可（ 事業認可第1号）（ 石巻市）

8月
5日 「 玉浦西地区防災集団移転促進事業」起工（ 県内初）（ 岩沼市）

20日 JR気仙沼線がバス高速輸送システム（ BRT）による運行開始（ 気仙沼市・ 南三陸町・ 登米市）

10月 18日 「 宮城県被災者復興支援会議」設置

3

1月 29日 気仙沼ブロック（ 気仙沼処理区）小泉地区焼却施設稼働式（ 県受託処理による焼却炉計26基全て完成）

3月
25日 「 復興まちづく り事業カルテ」発表

26日 東日本大震災復興基金交付金（ 津波被災住宅再建支援分）を沿岸15市町に交付

 2013年度（ 平成25年度）

4月
1日 県内初の災害公営住宅入居開始（ 仙台市・ 石巻市・ 山元町）/「 みやぎ鎮魂の日を定める条例」施行

26日 「 宮城県災害廃棄物処理実行計画（ 最終版）」公表

5月 24日 陸中海岸国立公園が三陸復興国立公園として指定

6月 20日 県内初の「 防災集団移転促進事業」が竣工（ 仙台市）

8月 23日 東松島市野蒜に大規模太陽光発電所（ メ ガソーラー）が完成（ 東松島市）

9月
1日 水産業復興特区を活用した新たな漁業がスタ ート（ 石巻市）

3日 「 いちご団地」が完成。生産者に引き渡される（ 亘理町）

11月 3日 「 慶長使節船ミュージアム（ サン・ ファン館）」が再開（ 石巻市）

12月 17日 「 農山漁村地域復興基盤総合整備事業」起工式（ 県内初の起工式）（ 岩沼市）

3月 12日 災害廃棄物処理の終了

4

復
旧
期

2023.32011.3

1

2

3

4

5

6

宮城  復興への取組詳しく は ▶

国内外からの多大なる温かいご支援に支えられて、宮城は復興への歩みを進めています。

いただいたご支援に改めて感謝申し上げるとともに、ここではその一部をご紹介します。

宮城県への支援状況

● 活動ボランティ ア延べ人数 778,806人（ H23.3.12~ R4.11.30）

●他都道府県などからの人的支援数 宮城県/18人（ R5.1.1現在）、市町村/61人（ R5.1.1現在）

●寄附金（ 県内の災害復旧及び復興事業の財源のために活用させていただいております。）　 　 　  14,010 件 350億243万9千円（ R4.12.31現在）

●義援金（ 被災された方々に対する生活支援のために活用さ せていただいております。）

・ 県の受付状況 206,624件 273億1,204万円（ 受付終了）

・ 政府及び義援金受付団体からの配分状況 1,899億9,401万円（ 受付終了）

●東日本大震災みやぎこども育英募金（ 東日本大震災による震災孤児などのために活用さ せていただいております。）

21,344件  125億4,242万円（ R4.12.31現在）
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3月

24日 かさ上げ道路「 玉浦希望ライン」が全線開通（ 岩沼市）

25日 三陸沿岸道路「 大谷海岸IC~ 気仙沼中央IC間」が開通（ 気仙沼市）

31日 「 気仙沼図書館・ 気仙沼児童センター」オープン（ 気仙沼市）

 2018年度（ 平成30年度）

4月

1日 「 荒浜漁港フィッシャリーナ」リニューアルオープン（ 亘理町）

7日 閖上小中一貫教育校が完成~ 開校式開催~（ 名取市）

14日 「 亘理都市公園・ 鳥の海公園」が完成~ 開園式開催~（ 亘理町）

18日 女川町の「 災害公営住宅整備事業」が完了~ 完了式典開催~（ 女川町）

5月 31日 石巻市防災センタ ーが完成~ 開所式典開催~（ 石巻市）

7月
12日 塩竈市津波防災センタ ーオープン（ 塩竈市）

21日 渡波海水浴場で震災後初となる海開き（ 石巻市）

8月 24日 気仙沼向洋高等学校の新校舎が完成~ 入校舎式典開催~（ 気仙沼市）

9月 8日 「 石巻市かわまち交流センタ ー」が完成（ 石巻市）

10月

1日 女川町新庁舎が完成~ 開庁式開催~（ 女川町）

7日 宮城オルレ「 気仙沼・ 唐桑コース」オープン（ 気仙沼市）

8日 宮城オルレ「 奥松島コース」オープン（ 東松島市）

18日 志津川湾がラムサール条約湿地に登録（ 南三陸町）

 2014年度（ 平成26年度）

4月

1日 「 改正震災対策推進条例」施行

25日 仙台空港の民営化について、国がその実施方針を決定

30日 震災による県管理道路の通行止めが全て解除（ 石巻市・ 女川町）

7月 19日 「 気仙沼 海の市・ シャークミュージアム」がグランド オープン（ 気仙沼市）

9月 30日 災害廃棄物処理施設の解体撤去と用地の原状復旧並びに返地が終了

10月 4日 「 わたり温泉鳥の海」が日帰り温泉を再開（ 亘理町）/交流拠点施設「 きずなぽーと“わたり”」がオープン（ 亘理町）

12月
6日 常磐自動車道のうち、未開通の相馬IC~ 山元IC間と浪江IC〜南相馬IC間が開通（ 山元町）

14日 仙石線陸前大塚~ 陸前小野間のレール締結式を開催（ 東松島市）

1月 8日 「 宮城県震災遺構有識者会議報告書」提出

3月

1日 常磐自動車道が全線開通

14日 国連防災世界会議とパブリック・ フォーラム（ 関連イベント ）が開催（ 仙台市）

21日 JR石巻線が全線運行再開　 　 /「 おながわ復興まちびらき2015春」が開催（ 女川町）

 2015年度（ 平成27年度）

5月 30日 JR仙石線全線運行再開・ 仙石東北ライン開業

6月 15日 東日本大震災関連の資料を取りまとめた「 東日本大震災アーカイブ宮城」を公開

7月 19日 沿岸6地区の集団移転先である「 玉浦西まちびらき」開催（ 岩沼市）

9月 1日 石巻市水産物地方卸売市場石巻売場全面供用開始（ 石巻市）

10月
4日 三陸沿岸道路「 石巻女川IC」「 県道石巻女川インタ ー線」開通（ 石巻市）

美田園北地区まちびらき（ 名取市）

11月 3日 石巻市新市街地5地区まちびらき（ 石巻市）

12月

6日 仙台市地下鉄東西線開通（ 仙台市）

14日 「 南三陸病院・ 総合ケアセンター南三陸」が開設（ 南三陸町）

23日 「 女川駅前商業エリア」が開業し、「 おながわ復興まちびらき2015冬」が開催（ 女川町）

5

7

8

2月 13日 「 せんだい3.11メ モリアル交流館」開館（ 仙台市）

3月
27日 三陸沿岸道路「 仙塩道路」4車線化及び多賀城ICが開通

29日 スマート 水素ステーショ ンの整備（ 仙台市）と県公用車に燃料電池自動車（ FCV）の導入

 2016年度（ 平成28年度）

4月

1日 宮城県多賀城高等学校災害科学科新設（ 多賀城市）/東北医科薬科大学の医学部新設（ 仙台市）

16日 三陸沿岸道路「 登米東和IC~ 三滝堂IC間」が開通（ 登米市）

24日 「 岩沼市千年希望の丘交流センタ ー」開所（ 岩沼市）

6月 1日 南三陸町地方卸売市場落成式（ 南三陸町）

7月 1日 仙台空港民営化（ 国が管理する空港の民営化第1号）

9月
1日 石巻市立病院が開院（ 石巻市）

24日 「 あおい地区まちびらき」が開催され、青森ねぶたもまちの誕生祝う（ 東松島市）

10月

23日 つばめの杜地区と新坂元駅周辺地区でまちびらき（ 山元町）

28日 宮城県ドクターヘリ が運航開始（ 仙台市）

30日 三陸沿岸道路「 三滝堂IC~ 志津川IC間」が開通（ 登米市・ 南三陸町）

12月 10日 JR常磐線の運休区間が再開（ 相馬~ 浜吉田間）（ 亘理町）

9

1月 9日 被災した野蒜小と宮戸小が統合してできた宮野森小学校の新校舎が完成（ 東松島市）

3月

3日 「 南三陸さんさん商店街」が本設移転し開業（ 南三陸町）

19日 新門脇地区でまちびらき（ 石巻市）

20日 三陸沿岸道路「 志津川IC~ 南三陸海岸IC間」が開通（ 南三陸町）

22日 東北初の商用水素ステーショ ン運用開始（ 仙台市）

 2017年度（ 平成29年度）

4月
23日 復興商店街「 南三陸ハマーレ歌津」が本設店舗でオープン（ 南三陸町）

30日 「 震災遺構　 仙台市立荒浜小学校」が一般公開（ 仙台市）

5月 30日 女川町魚市場の復旧整備が完了（ 女川町）

6月 30日 観光交流施設「 いしのまき元気いちば」がオープン（ 石巻市）

7月
14日 菖蒲田地区の海岸堤防や復興道路の整備が完了。海水浴場もフルオープン（ 七ヶ浜町）

22日 アート と音楽と食の新しい総合祭「 リ ボーンアート・ フェスティ バル2017」が開催（ 石巻市ほか）

8月 26日 石巻市立雄勝小・ 中学校の新校舎が完成（ 石巻市）

9月 3日 南三陸町役場新庁舎が開庁（ 南三陸町）

10月

1日 被災沿岸地域を駆ける「 東北・ みやぎ復興マラソン2017」が開催（ 岩沼市・ 名取市・ 亘理町）

15日 野蒜ケ丘地区で「 まちびらきまつり 」が開催（ 東松島市）

25日 塩竈市魚市場の復旧整備が完了（ 塩竈市）

29日 新築移転した気仙沼市立病院が開院（ 気仙沼市）

宮内地区で「 まちびらき植樹祭」が開催（ 多賀城市）

11月 5日 「 東松島市東日本大震災復興祈念公園」が完成（ 東松島市）

12月 9日 三陸沿岸道路「 南三陸海岸IC~ 歌津IC間」が開通（ 南三陸町）

1月 8日 鳴瀬未来中学校の新校舎が完成（ 東松島市）

10

2月

9日 山元町農水産物直売所「 やまもと夢いちごの郷」がオープン（ 山元町）

16日 三陸沿岸道路「 歌津IC~ 小泉海岸IC間」が開通（ 南三陸町・ 気仙沼市）

三陸沿岸道路「 本吉津谷IC~ 大谷海岸IC間」が開通（ 気仙沼市）

3月
10日 「 気仙沼市 東日本大震災遺構・ 伝承館」がオープン（ 気仙沼市）

31日 県内全ての災害公営住宅が完成

 2019年度（ 平成31年･令和元年度）

4月
7日 「 気仙沼大島大橋」が完成 ~ 開通式開催~（ 気仙沼市）

25日 「 かわまちてらす閖上」がオープン（ 名取市）

11

12

5月
10日 山元町新庁舎完成 ~ 開庁記念式典開催~（ 山元町）

26日 閖上地区まちびらき（ 名取市）

6月 9日 みちのく 潮風ト レイル全線開通

7月 20日 小泉海水浴場が９年ぶり の海開き（ 気仙沼市）

8月 2日 「 震災遺構　 仙台市荒浜地区住宅基礎」公開開始（ 仙台市）

11月 30日 東部復興道路開通（ 仙台市）

13

14

2月 24日 三陸沿岸道路「 気仙沼中央IC~ 気仙沼港IC間」が開通（ 気仙沼市）

 2020年度（ 令和2年度）

6月 12日 「 宮城県水門・ 陸閘自動閉鎖システム」が運用開始

7月 18日 商業施設「 ないわん」グランド オープン（ 気仙沼市）

9月
10日 国道398号「 内海橋」が開通（ 石巻市）

26日 「 山元町震災遺構中浜小学校」が一般公開（ 山元町）

10月
3日 「 名取市サイクルスポーツセンタ ー」がグランド オープン（ 名取市）

12日 「 南三陸町震災復興祈念公園」全体開園（ 南三陸町）

11月 21日 三陸沿岸道路「 小泉海岸IC~ 本吉津谷IC間」が開通（ 気仙沼市）

12月 「 新・ 宮城の将来ビジョ ン」策定

15

16

再
生
期

発
展
期
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3月

6日 三陸沿岸道路「 気仙沼港IC~ 唐桑半島IC間」「 気仙沼湾横断橋」が開通（ 気仙沼市）

11日 「 気仙沼市復興祈念公園」が開園（ 気仙沼市）

18日 「 JRフルーツパーク仙台あらはま」開業（ 仙台市）

28日 「 石巻南浜津波復興祈念公園」が開園（ 石巻市）

「 道の駅大谷海岸」グランド オープン（ 気仙沼市）

 2021年度（ 令和3年度）

4月
3日 「 道の駅おながわ」開業（ 女川町）

8日 鳴瀬桜華小学校の新校舎が完成（ 東松島市）

6月
6日 「 みやぎ東日本大震災津波伝承館」開館（ 石巻市）

19~ 21日 県内各地で東京2020オリンピックの聖火リレーが行われる

7月 18日 「 石巻市震災遺構大川小学校」開場（ 石巻市）

8月 19日 「 マッシュパーク女川」オープン（ 女川町）

10月 3日 「 第４０回全国豊かな海づくり 大会~ 食材王国みやぎ大会~ 」開催（ 石巻市）

3月 30日 「 石巻市震災遺構門脇小学校」開館式を開催（ 石巻市）

 2022年度（ 令和4年度）

4月
1日 「 女川スタジアム公園」開園（ 女川町）

21日 「 アクアイグニス仙台」オープン（ 仙台市）

7月
16日 お伊勢浜海水浴場が12年ぶりに海開き（ 気仙沼市）

20日 野蒜海水浴場が12年ぶり に海開き（ 東松島市）

10月 1日 「 南三陸３１１メ モリアル」開館（ 南三陸町）

11月 1日 「 宮城県制150周年記念式典」開催

17

18
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気仙沼市南町海岸地区
フェリ ータ ーミ ナルがあっ た気仙沼内湾地域は津波により 大きな被害を 受けまし た。現在は防潮堤が完成し 、

商業観光施設もオープンしています。

ランド マークとして地元の方々に親しまれた国登録有形文化財は、津波の被害により３ 階部分を 残して倒壊

しまし たが、できる限り 残存する既存材を使用し 復元しまし た。気仙沼市魚町地区

南三陸町志津川地区
中心市街地の広範囲に 津波が押し 寄せ、大きな 被害を 受けまし た 。令和4 年1 0月には、道の駅「 さ んさ ん

南三陸」及び南三陸町東日本大震災伝承館「 南三陸３１１ メ モリ アル」がグランド オープンしまし た。

気
仙
沼
・

本
吉
エ
リ
ア

気
仙
沼
市
／

南
三
陸
町

　 気仙沼・ 本吉エリアは県北東部に位置し、気仙沼市、南三陸町からなる1市1町です。

　 太平洋に面し た沿岸地域は、半島や入り 江など、複雑かつ変化に富んだリ アス

式海岸を形成し 、四季を通して豊かな天然の港です。

　 気仙沼市で は、生鮮カ ツ オの水揚げ量が26年連続日本一と なり まし た。また、

東日本大震災前の港町・ 内湾地区に会場を戻し 、「 第70回気仙沼みなとまつり 」が

開催さ れまし た。

　 南三陸町では、令和4年10月に南三陸町東日本大震災伝承館「 南三陸311メ モリ

アル」が開館し、「 南三陸さ んさ ん商店街」、「 中橋」及び「 南三陸町震災復興祈念

公園」と と も に、震災伝承や観光交流などの役割が期待さ れています。

第70回気仙沼みなとまつり生鮮カ ツオ水揚げ量26年連続日本一（ 気仙沼市）

気 仙 沼 ・ 本 吉 エ リ ア

気仙沼・ 本吉エリ ア の定点観測

被災から 12年後被災直後

被災から 12年後被災直後

被災から 12年後

地域合計 県内合計

死 者 1,839人 10,569人

行 方 不 明 者 425人 1,215人

全 壊 11,626棟 83,005棟

半 壊 2,749棟 155,130棟

被害状況

令和4年9月30日現在

南三陸311メ モリアル（ 南三陸町）

平成24年4月 令和2年12月

プ レ ハ ブ 住 宅 14,085人 0人

民間賃貸借上住宅 4,944人 0人

計 19,029人 0人

応 急 仮 設 住 宅 入 居 者 数

平成31年3月末

計 画 戸 数 2,825戸

完 了 戸 数 2,825戸

災害公営住宅整備状況

被災直後

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

南三陸町志津川地区
津波によっ て 骨組みだ けが残さ れた「 南三陸町旧防災対策庁舎」は、令和2年10月に開園し た「 南三陸町

震災復興祈念公園」内で 公開さ れており 、震災の記憶や教訓を 現在に伝えています。

被災から 12年後被災直後

11
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石巻市中瀬地区
石巻市中心部と 中瀬地区を 結ぶ「 西内海橋」は、東日本大震災により 甚大な 被害を 受けまし たが、令和3年1月

から 名称も 新たに「 西中瀬橋」として供用を開始しまし た。

女川町女川地区

石巻市南浜地区

石
巻
エ
リ
ア

石
巻
市
／

女
川
町
／

東
松
島
市

平成31年3月末

計 画 戸 数 6,416戸

完 了 戸 数 6,416戸

災害公営住宅整備状況

石 巻 エ リ ア

災害公営住宅整備状況

石巻エリ ア の定点観測

東松島市野蒜地区

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

被災直後

被災直後

㻝㻤㻜㻞㼋㻞㼋㻜㻝㻤㼋㻜㻜㻥㻞㻣㻜㼋東松島市㻔広報㻕㼋 㻚㻞㻜㻝㻝㻚㻟㻝㻡㼋野蒜駅

被災直後

被災から 12年後

被災から 12年後

被災から 12年後

被災から 12年後

地域合計 県内合計

死 者 5,301人 10,569人

行 方 不 明 者 696人 1,215人

全 壊 28,487棟 83,005棟

半 壊 18,956棟 155,130棟

被害状況

令和4年9月30日現在

平成24年4月 令和2年12月

プ レ ハ ブ 住 宅 24,517人 0人

民間賃貸借上住宅 16,968人 0人

計 41,485人 0人

応 急 仮 設 住 宅 入 居 者 数

「 東松島市東日本大震災復興祈念公園」に は、津波の被害を 受けた 旧野蒜駅プ ラッ ト ホームが震災遺構

として保存さ れており 、隣接する祈念広場には慰霊碑（ 震災復興モニュメ ント ）があります。

壊滅的な被害を受けた女川駅周辺は、多く の人々が訪れ賑わう 空間となりまし た。この女川駅前商店街エリアは、

令和3年4月に「 道の駅おながわ」として登録さ れまし た。

令和４ 年３ 月、旧北上川の河口付近に、東の湊地区と 西の南浜・ 門脇地区をつなぐ「 石巻かわみなと 大橋」が

完成し 、住民生活の利便性の向上や、災害時の救助・ 救援道路としての役割が期待さ れています。

石巻市震災遺構  門脇小学校（ 石巻市）

「 おながわみなと 祭り 」が12年ぶり に開催

被災直後

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

野蒜海水浴場が12年ぶり に海開き

　 石巻エリアは県東部に位置し、石巻市、女川町、東松島市からなる2市1町です。

　 世界三大漁場の一つである金華山沖漁場が近く 、魚市場には年間を通じて豊富

な魚種が数多く 水揚げされています。

　 石巻市では、「 石巻市震災遺構門脇小学校」の整備が完了し、令和4年4月に一般

公開を開始しまし た。

　 女川町では、震災以降中止さ れていた「 おながわみなと 祭り 」が12年ぶり に開催

され、大漁旗を掲げた船や各地区の獅子舞、海上打ち上げ花火などで大いに賑わい

ました。

　 東松島市では、野蒜海水浴場で12年ぶり に海開きが行われ、多く の海水浴客が

訪れまし た。
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塩竈市海岸通地区
塩竈市の中心で ある JR本塩釜駅周辺も 津波で 浸水しまし たが、国道４５ 号のかさ 上げと とも に、密集市街地

の環境改善のため、地区周辺一帯で 複合的な 市街地再開発を 促進してきまし た。

仙台市若林区荒浜地区
県南沿岸部を南北に貫く 県道塩釜亘理線を６メ ート ルかさ上げし た東部復興道路が令和元年11月に全線開通し た

ほか、防災集団移転跡地の利活用が進み、「 JRフルーツパーク仙台あらはま」など様々な事業が開始されています。

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

被災直後 被災から 12年後

仙 台 沿 岸 エ リ ア

仙台沿岸エリ ア の定点観測仙
台
沿
岸

エ
リ
ア

仙
台
市
／

松
島
町
／

利
府
町
／

塩
竈
市
／

七
ヶ
浜
町
／

多
賀
城
市
／

名
取
市
／

岩
沼
市
／

亘
理
町
／

山
元
町

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

被災直後 被災から 12年後

災害公営住宅整備状況災害公営住宅整備状況

平成31年3月末

計 画 戸 数 6,222戸

完 了 戸 数 6,222戸

被害状況

地域合計 県内合計

死 者 3,396人 10,569人

行 方 不 明 者 89人 1,215人

全 壊 41,546棟 83,005棟

半 壊 124,923棟 155,130棟

令和4年9月30日現在

応 急 仮 設 住 宅 入 居 者 数

平成24年4月 令和4年10月

プ レ ハ ブ 住 宅 14,382人 0人

民間賃貸借上住宅 37,861人 5人

計 52,243人 5人

JRフルーツパーク仙台あらはま（ 仙台市）

　 仙台沿岸エリ ア は松島町以南の沿岸地域で 、仙台市、松島町、利府町、

塩竈市、七ヶ浜町、多賀城市、名取市、岩沼市、亘理町、山元町から なる5市

5町です。

　 太平洋と 仙台平野に挟まれたこの地域は、比較的温暖かつ穏やかな気候

が特徴で、都市部から のアクセスも良好です。

　 令和4年4月には、仙台市若林区に「 アクアイグニス仙台」がオープンし 、

こ だわり の食や温泉が楽しめる複合施設として賑わっています。

　 また、8月には、名取市閖上地区で12年ぶりに「 なとり夏まつり 」が開催され、

閖上の夜空を大きな花火が彩りました。

「 アクアイグニス仙台」オープン（ 提供： アクアイグニス仙台）

亘理町荒浜地区

被災から 12年後

亘理町荒浜地区には、直売所や商店街のほか鳥の海公園に運動場が整備さ れ、子どもから 大人まで幅広い世代

が様々なスポーツで汗を流しています。

被災直後

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

名取市・ 岩沼市

被災直後 被災から 12年後

沿岸部に位置する仙台空港は、津波により 機能が一時完全に停止するなど 大きな被害を 受けまし たが、半年後

には旅客タ ーミ ナルビルの完全復旧と 国際定期便の運航再開を果たしまし た。

写真提供： 3 .11 オモイデアーカイブ

「 なとり 夏まつり 」が12年ぶり に閖上地区で開催
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※臨時休館日など詳しく は各施設にお問合せく ださい。

感じること 、考えることにフォーカスした学びの場

見学者に津波災害を 自分ごととして感じ てもらう ために工夫

された体験型のプ ログラ ムが特徴。証言映像をも と に津波

災害と 避難行動を具体的に考える「 ラーニング」、地域住民の

証言や写真、映 像を 継 続 的 に 収 集・ 保 存しつ つ 展 示 する

「 ア ーカ イ ブ 」、震災をテーマにし た現代アート 作品の鑑賞を

通して自然と 人間と の関係や命について考える「 フィ ールド

ワーク」の３つをミッションとして提供しています。

南三陸 メ モ リ ア ル311施設

1

対話の時間を 含む

ラ ーニ ン グ プ ロ グラ ム1 自然と 人間の関係に

向き 合う 現代ア ート2

気仙沼市  東日本大震災遺構・ 伝承館
施設

2

被災当時の校舎を

そ のま ま の姿で保存1 地元の中高生が

語り 部ガイドと し て活躍2

校舎３ 階の窓から 教室内に流入し た

車や、建物の衝突で大きく 破損した外壁、

校舎と校舎の間に折り重なった車などが

保存さ れ、津波の強烈な破壊力を 直接

的に感じることができます。

被災の傷跡

リ ア ス・ ア ーク 美術館
施設

3

地域文化の中で津波を知り 、

人と自然の関わりを学ぶ 

東北ゆかりの現代美術と 地域の歴史民俗を展示する総合博物

館的な美術館に、津波についての常設展を 設置。三陸沿岸部

を繰り 返し襲ってきた津波も地域文化を形成する重要な要素で

あると 考え、学芸員自ら が東日本大震災発生直後から 2年に

亘り 調査・ 収集した写真及び被災した物品を展示。明治29年、

昭和８年、昭和35年の津波を伝える歴史資料も展示しています。

地域の歴史文化の中で

津波を 考え る1 写真や被災物を

物語と と も に展示2

宮城の伝承館を めぐ る

津波伝承のみを 目的と するのでは

なく 、地域の歴史と文化の中で自然と

向き合って生きることを考えるため、

館全体の展示を見ることで総合的に

地域と 人と 自然災害について学ぶ

ことができる展示設計になっています。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

自ら 感じ 、考える ための博物館展示

宮
城
の

復
興
と

伝
承

東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
を
経
て
、

宮
城
県
で
は
被
災
地
の
復
興
が
進
む

と
同
時
に
、
多
く
の
震
災
伝
承
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

思
い
の
込
め
ら
れ
た
展
示
施
設
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
を
、エ
リ
ア
別
に

ご
紹
介
し
ま
す
。 1

2
3

54

7

9

気仙沼・ 本吉エ リ ア 海と と も に生き る 三陸の人と 文化を 学ぶ

１ 名から 申し 込める「 ラ ーニングプログラム」は、町民たちの

証言等をもと に構成さ れたプログラムです。映像を 鑑賞する

だけではなく 、町民の証言をもとに提示される問いに対して、

「 もし 、自分がそこにいた

ら、どう考え、行動するか」

を考え、1分ほどまわりの人

と 話し 合います。100％の

正解がない問いに対して、

思考を巡ら せ、悩み、考え

ることができます。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

感性に働き かける ラ ーニ ン グプ ロ グ ラ ム

学校の備品や流入物までが保存さ れ

時が止まったような校舎

海から 約1 5 0m の位置にあり 、1 3m を 超す巨大津波で 被災

し た「 気仙沼向洋高等学校」の旧校舎を遺構として保存すると

と も に 、展 示や 研 修会 場を 備え た 伝承施 設を 併設 。遺 構

内部は机や椅子にとどまら ず、散乱し た教科書や教室の備品

なども 被災し た姿のままに展示しています。伝承施設は豊富

な 写真や映像展示で 津波被災を 多角的に学ぶこ と ができ、

各種防災セミ ナーも 開催しています。

通常は予約制(有料)で「 語り 部ガイド 」を

行っていますが、毎月11日の月命日やその

前後の土日のどちら か（ 要問合せ）には

「 語り 部の話を聞いた誰もが、次に誰かの

語り 部になる 」と いう コ ン セプト のもと 、

地元の中高生が無料で 語り 部ガイド を

しています。市民有志の語り 部団体に、

地元の中高生約80人が登録しています。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

中高生も 語り 部に なる「 みんな語り 部」

気仙沼市  東日本大震災遺構・ 伝承館

宮城県気仙沼市波路上瀬向9-1

開館時間： 9:30〜17:00（ 4月〜9月）、9:30〜16:00

（ 10月〜3月）　 休館日： 月曜（ 月曜が祝日の場合は

翌日）、12月30日〜1月4日　 TEL： 0226-28-9671

DATA

『 被災した物品は「 瓦礫」ではなく 誰かの

大切な日常の記憶が詰まっ た被災物』

と考え、その一つ一つにまつわる記憶や

思いを 伝える物語を 添えて展示してい

ます。

被災の傷跡

リアス・ アーク 美術館

宮城県気仙沼市赤岩牧沢138-5

開館時間： 9:30〜17:00　 休館日： 月曜、火曜、祝日

の翌日（ 土日を除く ）　 TEL： 0226-24-1611

DATA

予想を超える津波の高さにより、

4 3名の地域住民と 町職員が

亡く なら れた旧防災対策庁舎

を保存。周囲の被災建物のほぼ

全てが解体された中、震災復興

祈念公 園 のシン ボ ルと し て

悲劇を伝え続けています。

南三陸町旧防災対策庁舎被災の傷跡

南三陸311メ モリアル

宮城県本吉郡南三陸町志津川字五日町200-1

開館時間： 9:00〜17:00　 休館日： 火曜、年末年始

（ 12月29日〜1月3日）　 TEL： 0226-47-2550

DATA

6

8

南三陸町役場提供
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石巻市震災遺構  門脇小学校
施設

5

津波火災の痕跡を残す

唯一の震災遺構1 深く 心に問いかける

工夫がさ れた展示2

遺構として保存さ れた校舎は、床から

1.8m の津波が襲った１階、火災で西側が

燃えた２ 階、全焼し た３ 階で様子が異な

り 、複合災害の恐ろし さと 避難行動を

深く 考える必要性を伝えています。

被災の傷跡

東松島市震災復興伝承館
施設

6

市民の日常生活とともに津波災害を 考える

震災遺構の旧野蒜駅プ ラッ ト ホーム、お 亡く なり になっ た

方々の 慰 霊碑を 備えた祈念広場と 伝承館が東日本大震災

復興祈念公園内に一体的に整備さ れて います。１ 階には、

東松島市の復旧・ 復興状況や、市の取組の紹介、全国から 応援

のために派遣さ れた自治体職員の名板などがあり 、東松島市

の物産も 販売して います。２ 階で は被災時の様子を 写真や

映像シアタ ーで 克明に伝える展示を行っています。

駅のプ ラ ッ ト ホームを

遺構と し て保存1 復興の過程や「 今」も

知る こ と ができ る2

伝承館には地元住民のスタッフ が常駐し、説明を受けながら

施設を 見学すること ができます。また、およそ月１ 回、防災士

など 住民有志で 組織する

市民グループ「 SAY’S（ セ

イズ）東松島」が企画する

「 公開語り 部」を 実施し 、

誰でも 参加することができ

ます。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

地元住民に よ る 施設ガ イ ド や「 公開語り 部」

被災のリアルとそこにあった日常を 同時に伝える

津波火災の壮絶な 様相を 伝える校舎の遺構と 、旧特別校舎

を 利用して 新た に設けら れた 様々な 展示室を 巡るこ と で 、

被災直前までそこ にあった子ども たちの日常や何気ない日々

の大切さ 、避難行動を 自分ごと にすること の重要性について

見学者に深く 語り かけるよう 工夫されています。被災した車両や

応急仮設住宅の実物、石巻平野を繰り 返し 襲った津波の痕跡

も 展示さ れています。

住民が日常的に使用していた駅を震災

遺構として保存しています。ゆがんだ

線路や折れ曲がっ た柱など が津波の

威力を伝えています。

被災の傷跡

石巻エ リ ア 日常を 奪う 津波のリ ア ルを 学ぶ

旧野蒜駅プラット ホーム

東松島市震災復興伝承館

宮城県東松島市野蒜字北余景56-36

開館時間： 9:00〜17:00　 休館日： 毎月第3水曜、

年末年始　 TEL： 0225-86-2985

DATA

みやぎ東日本大震災津波伝承館
施設

4

宮城県全体の

被災状況を 伝え る
1 被災体験者など の

インタ ビュ ー映像が豊富
2

宮城県の伝承施設の玄関口として

広域の人びとの声を伝える

被災前は1,885世帯が暮らしていた石巻市南浜地区に、石巻

南浜津波復興祈念公園とと も に整備さ れた施設で す。県内

全域の被災状況や各地の伝承施設について、パネル等でわか

りやすく 展示しています。また、各地の被災体験者や、語り部活動

を行う 人、復興に取り 組む団体などのインタ ビュー映像が豊富

（ 79団体90人）に展示され、命を守る行動についてリアルな映像

で学べる映像シアタ ーもあります。

毎週土曜日に県内各地から ゲスト を 招いて「 語り 部講話」を

実施。様々な立場で防災や復興、伝承に取り 組む方のお話を

予約なしで 聞く こと が

できます。県内の語り部

の育成と 相互理解を

目指し 、公益社団法人

3.11メ モリ アルネッ ト

ワーク と も 連携してい

ます。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

県内の様々な語り 部の話が聞ける

石巻南浜津波復興祈念公園は、

東日本大震災で お亡く なり に

なった生命に対する追悼の場

として整備さ れ、震災の記憶と

教訓を 後世に伝えています。

門脇保育所跡の基礎など の

遺構が保存されています。

門脇保育所跡（ 石巻南浜津波復興祈念公園）被災の傷跡

そ の他周辺の 伝承施設・ 震災遺構

石巻市震災遺構  門脇小学校

宮城県石巻市門脇町4丁目3-15

開館時間： 9:00〜17:00　 TEL： 0225-98-8630

休館日： 月曜（ 祝日の場合は翌日）、年末年始（ 12/29

〜1/3）

DATA

石巻市震災遺構  大川小学校

宮城県石巻市釜谷字韮島94

TEL： 0225-24-6315

東日本大震災遺構  旧女川交番

宮城県牡鹿郡女川町海岸通り 1

TEL： 0225-24-8118

（ 女川みらい創造（ 株））

DATA みやぎ東日本大震災津波伝承館

宮城県石巻市南浜町2丁目1-56

開館時間： 9:00〜17:00  休館日： 月曜（ 祝日の場合は

翌日）、年末年始（ 12月29日〜1月4日） ※毎月11日は

曜日・ 祝日にかかわら ず開館　 TEL： 0225-98-8081

石巻南浜津波復興祈念公園

宮城県石巻市南浜町2丁目1-56

開園時間： 9:00〜18:00（ 4月〜9月）、9:00〜17:00

（ 10月〜3月）　 TEL： 0225-98-7401

県では、震災の記憶や教訓を広く 後世に伝え

継ぐ ため、伝承団体や学術機関、報道機関、

企業、行政機関など、多様な主体である会員

同士がゆるやかに連携し 、一丸となっ た震災

伝承の取組を目指して、令和４年９ 月に「 震災

伝承みやぎコンソーシアム」を設立しまし た。

随時会員募集中

詳細はこちら▼

震災伝承みやぎ コ ン ソ ーシア ム

展示館となっている特別教室棟の３ 階に、学芸員自ら の被災

体験と 様々な思いを抱える市民の方々の証言をもと に「 災害

から学ぶべきこと は何なの

か」「 命とは、生きるとは何か」

を深く伝えるために創作され

た言葉と 絵が展示され、訪

れた人が自分の人生を重ねて

考えることができます。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

心に 問いかける 展示「 記憶を 紡ぐ 」
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震災遺構  仙台市立荒浜小学校
施設

8

人の避難と320
救助を 伝え る1 地区の生活や

歴史も 保存・ 展示2

山元町震災遺構  中浜小学校
施設

9

遺構見学と館内ガイド で防災について深く 学べる

被災し た当時のまま保存された校舎の見学、館内ガイド による

避難時の状況の説明、展示内容が詳しく 書かれたガイド ブック

（ 有料）など で 、学校で の防災を 総合的に学ぶこ と がで き

ます。遺構整備のプロセスや見学体験の総合的なデザイン手法

が評価され、2020年度「 グッド デザイン賞（ ベスト 100）」並びに

防災・ 復興分野の「 グッド フォーカス賞」を受賞しました。

当時の教職員ら の

解説が聞ける1 見学前後に 活用でき る

ガ イ ド ブ ッ ク2

館内ガイド や予約制の語り 部ガイドとして当時の小中学校職員

が参加しており、震災当日の様子や学校でのことなど、具体的な

解説を聞く ことができます。

屋根裏での避難の様子は

常時解説が聞ける ほか、

予約制のガイド は施設見学

に随行して詳しく 解説して

く れます（ 有料）。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

当時の小中学校職員の話を 直接聞ける

児童・ 地域住民を守った校舎と 、

救助までの記録を展示

児童や教職員、住民など 320人が屋上に避難し 、難を 逃れた

校舎を、発災から 救助までの記録とともに保存。校舎１ 階と２ 階

で は津波により 湾曲し た 壁面や破損し た天井、津波の跡を

被災直後の写真ととも に見ること ができ、４ 階で は避難開始

から 救助まで の記録を映像や展示で克明にたどること ができ

ます。荒浜地区の歴史や文化についても 紹介しています。

４ 階展示室「 3.11荒浜の記憶」では、14時46分の地震発生

から 避難者全員が救出されるまでの27時間の状況を時系列

でたどること のできる展示

に加え、当時の校長や町内

会長などの証言や消防ヘリ

の映像を 交えた約17分の

映像を上映しています。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

避難から 救助ま での克明な記録を 見ら れる

仙台沿岸エ リ ア 市民力によ る 防災・ 減災を 学ぶ

名取市震災復興伝承館
施設

7

現地再建し た

まちの中にある伝承館
1 市民によ る

伝承活動が盛ん
2

復興し たまちの活気も 感じること ができる

甚大な津波被害を受けながらも 、海岸沿いの防潮堤と 、さら に

内側に建設し た かさ 上げ 道路による 多重防御の考え 方で

現地再建し た閖上地区にある伝承館。津波被害についての

映像や展示、簡単な防災体験のコ ーナーがあります。当施設の

周辺にも 被災の記憶を 伝える展示や震災メ モリ アル公園が

点在しており 、災害について学びながら 復興し た閖上のまちを

楽し むこと ができます。

周辺では複数の市民団体が伝承活動を 実施しており 、閖上

地区のガイド や語り 部講話、防災・ 減災ワークショ ッ プ など、

ご希望に応じてご紹介

することが可能です（ 問い

合わせは、名取市商工

観光課 022-384-2111

〈 内線544〉）。

伝承と 学び の プ ロ グ ラ ム

市民団体に よ る 多彩な伝承活動

そ の他周辺の 伝承施設・ 震災遺構

「 遺構と伝承ゾーン」に津波から

逃れた人を守った歩道橋の桁や

商店街で被災したすずらん灯が

残されており、日和山では1933年

の昭和三陸地震津波を記した

震嘯（ しんしょう ）記念碑が見ら

れます。

名取市震災メ モリアル公園被災の傷跡

名取市震災復興伝承館

宮城県名取市閖上東1丁目1-1　 開館時間： 9： 30〜

16： 30（ 4月〜11月）、10： 00〜16： 00（ 12月〜3月）　

休館日： 火曜（ 火曜が祝日の場合は翌日）、年末年始

（ 12月29日〜1月3日）　 TEL： 022-393-6520

DATA

被災の傷跡

荒浜小学校から 徒歩７ 分の場所に、津波

により 被災し た 住宅の基礎部分や 浸食

された地形の一部を保存し公開しています。

津波の威力やかつて の暮ら し の様子を

説明する案内看板が設置されています。

震災遺構  仙台市荒浜地区住宅基礎

児童・ 教職員・ 地域住民90人が避難した

屋根裏の倉庫が当時の様子のまま保存

さ れており 、寒さ と 余震に耐えな がら

過ごした一夜を自分のことのよう に想像

することができます。

被災の傷跡

山元町震災遺構 中浜小学校

宮城県亘理郡山元町坂元字久根22-2

開館時間： 9:3 0〜16 : 30　 休館日： 月曜（ 月曜が

祝日の場合は翌日）、年末年始（ 12月28日〜1月4日）　

TEL： 0223-23-1171

DATA

岩沼市千年希望の丘交流センタ ー

宮城県岩沼市下野郷字浜177

開館時間： 9:00～17:00　 休館日：

火曜（ 火曜が祝日の場合は翌日）、

年末年始　 TEL： 0223-23-8577

松島町石田沢防災センタ ー

宮城郡松島町松島字石田沢12-2

開館時間： 9:00～17:00（ 3月～10

月） 、9:00～16:00（ 11月～2月）

休館日： 水曜、12月29日～1月3日　

TEL： 022-354-5782

塩竈市津波防災センタ ー

宮城県塩竈市港町1丁目4-1

開館時間： 9:00～17:00　 休館日：

月曜（ 月曜が祝日の場合は翌平日）、

年末年始（ 12月29日～1月3日）  

TEL： 022-794-7232

せんだい3.11メ モリアル交流館

宮城県仙台市若林区荒井字沓形

85-4（ 地下鉄東西線荒井駅舎内）

開館時間： 10:00～17:00　 休館日：

月曜（ 月曜が祝日の場合は翌日）、祝日

の翌日（ 土・ 日曜、祝日を除く ）、年末

年始　 TEL： 022-390-9022

震災遺構 仙台市立荒浜小学校

宮城県仙台市若林区荒浜字新堀端32-1

開館時間： 9:30〜16:00（ 9月〜6月）、9:30〜17:00

（ 7月〜8月）　 休館日： 月曜及び第4木曜（ 祝日を

除く ）、年末年始　 TEL： 022-355-8517

DATA


